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発表者 (0印は鱗演者)

0梶 友祐 福田淳也 問中雅規

問口琢也

O岩田雄策

A 会 場 ( 座長周崎遭) 12:50-14:05 

11 Fe203!MgAI/POM混合系の反応 O草 野 里 奈

(九産大工，九慶大総合機器センター)

12 Bi203!MgAI/POM混合系の反応 O田尻明日香

(九産大工，九産大総合機器センター)

13 開放系および非開放系における O前回 明穂

酸添加ニトロセルロースの分解挙動 東 英子

(楢大工，日油)

14 硝酸アンモニウムの相転移に及1:1'すトリアゾール誘導体の影響 O塩田 謙人

(検国大)

15 アンモニウムジニトラミドの力OEE下熱分解生成物 O松永 浩貴

(横聞大， jAXA) 

日時:平成25年12月12日l机 13日刷
会燭:海幌メッセ下聞

〒750-0018 山口県下関豊前田町3丁目 3四 1

檎演時間;12分， 質媛肘輸;3分 (合計15分)

(第 1日) : 12月12自体.) 10: 00-18 : 00 

A会場挨拶 火薬学会西部支部長 中村英嗣

A 会場(座長西井茂樹) 10・55-11: 55 

4 AP!AN系コンポジット推進薬における燃焼 O桑原卓雄 坂井祥子 土井里江子

表面近傍でのアルミニウム粒子の燃焼 笹木隆史 高橋賢一

(日大)

5 硝酸グアニジン/硝酸アンモニウム/孫加物の燃焼特性(IV) 0大竹寿明 伊達新吾 池田 謙

(防衛大)

6 アゾール類アンモニウム化合物の合成と熱挙動 O熊崎美枝子 中野末樹人 笹原康介

(横国大)

7 硝酸ヒドロキシルアミン水溶液の燃焼に関する研究 O二塁陽師 白木達也 Rachid Amrousse 

(東大院，東海大， jAXA) 東 伸幸 堀 恵一

A 会場(座長杉原秀明) 10 : 00-10 : 45 
No.題目

1 塩基性硝酸銅/アルミニウム混合物の燃焼特性(阻)

(カヤク・ジャパン)

2 ジ tertブチルパーオキサイドの反応熱

(消防研究センター)

3 酸添加工トロセルロースの熱分解に及ぼす昇混迷度の影響

(福大工，日泊)

休

B 会場(座長倉持秀則) 10 : 55-11 : 40 

8 高速気流を用いた手荷物からの爆薬微粒子の

サンプリング

(日立中研)

9 高エネルギ一物質の熱分解を利用した硫化亜鉛系

蛍光体のPL特性評価

(産総研，星和電機)

10爆発火災データベースを用いた災害事例の統計分析

(第2報)~反応暴走・異常反応による事故事例~

(労安研)

昼休み

0空本 勉 前回明穂 加藤勝美

東 英子 )!I口周平 中野勝之

B 会場{座長外本和幸) 12 : 50-14 : 05 

16 詳細化学反応モデルを用いた O杉安孝幸

直接起爆デトネーションの数値解析 朝原 誠

~1次元及び2次元解析における不安定性の影響~

(九工大工， jAXA，育学大)

17障害物による爆風低減効果に関する数値解析 O杉山 勇太

(産総研，富山高専) 松村知治

18気体と液体の干渉が爆風圧の減衰効果に与える影響について O問中 智大

(慶大院，慶大，富山高専，産総研) 中山 良男

杉山勇太

O山本友利

和固有司

O西野佳奈

緒方雄二

憩

19硝安/活性炭混合系の非理想爆轟圧力に関する数値解析

(横国大，産総研)

20穿孔角度45'による鉄筋コンクリ}ト壁におけるクレータ}発生

(産総研，相模工業，カヤク・ジャパン)
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A 会場(座長加藤勝美) 14:15-15:15 

21 硝安/炭素/酸化鋼(ll)混合系の燃焼特性 O伊里友一朗

および熱分解機構解析 三宅津巳

(横国大院，防衛大)

22 1，2，十トリアゾール 3オン銅錯体の生成ガス分析 O大貫 学

(日大院，日大)

23アジドイオンで架橋したピ‘ヱルポリマーの合成 O寒河江祐司

(日大院，日大)

24 1，2.4ートリアゾール誘導体のカチオン化の検討 O笹原 康平

(横国大院，横園大)

B会場(座 畏 橘 武 史 ) 14: 15-15: 30 

25伝播限界近傍におけるCH4/02爆轟特性に関する実験的研究 O元永 孝英

~初期圧力・当量比変化がセル構造に与える影響~ 村上 清人

(九工大，青山大，広島大， jAXA) 林 光一

26 TNT地上爆発時のピ}ク過剰圧の距陣減衰lこ関する数値解析的検討 O片山 雅英

(伊藤忠，産総研) 久保回士郎

27円柱状電極棒を用いた水中放電の観察 0潰嶋 英樹

(熊本産技セ，熊本大，沖縄高専) 伊東 繁

28水中高速飛しよう体射出時の発射薬の燃焼ガス挙動 O奥野航平

(防衛省)

29模擬地中式火薬庫を用いた庫問殉爆実験

(産総研)

0松村知治

飯田光明

佐野洋一

佐野洋一

空本 勉

川口周平

松永消費

羽生宏人

森 井 雄 飛

林 光一

保前友高

中山良男

松尾亜希子

松村知治

久保田士郎

三宅淳巳

久保闘士郎

伊藤農利夫

梶山一臣

吉野 悟

吉野 悟

熊崎美枝子

吉田啓祐

須佐秋生

阿部 津

中 山 良 男

前原弘法

若林邦彦

永石俊幸

永石俊幸

加藤勝美

中野勝之

三 宅 津 巴

三 宅 淳 巴

坪井伸幸

若 林 邦 彦

保前友日間

希 林 邦 彦

佐分利禎

和田有司

補問滞也

伊達新吾

坂本恵一

坂本恵一

森 井 雄 飛

坪井伸幸

竹業教史

外本和幸

中 山 良 男
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A 会場{座長佐野洋一) 15 : 25-16 : 40 

30凍結乾燥で調製したAP/AN粒子の熱的特性

一液体のまま凍結乾燥させた場合

(防衛大)

31一被性推進薬として用いるGAP液滴の燃焼特性

(日大院，日大)

32ガスハイブリッドロケット用HAN!HN03溶液の燃焼

(日大)

33硝酸アンモニウム/過塩素駿アンモニウム一体化粒子の

熱的挙動に及ぼす組成比の影響

(福大工.JAXA) 

34ボリマー含有硝酸アンモニウム微粒子の熱安定性

(福大工)

A 会爆(座長中村英嗣) 16 : 50-17 : 50 

0 特別講演 『リチウムイオン二次電池誕生の秘話」

0今 井彩織 甲賀 誠

0柳沼高太 桑原卓雄

伊丹真衣 徳岡 t告希
0阪上 郁 小野高朔

0田中公基 永山清一郎

東 英子 中野勝之

0永山清一郎 小説l秀明

東 英子 中野勝之

(有)ハイパル代表取締役，元ソニーエナジーテック(株)取締役開発部長永浦亨

O 恕親会 (18・00-20:00) 場所海峡メッセ下関 4Frシーガーデンうさぎ」

(第2日) 12月13日(倉) 10:00-12: 10 

A 会場(座長永石俊幸) 10 : 00-11 : 00 

0 特別構演 『パッチプロセスのリスクアセスメントJ

三菱化学側環境安全・品質保医師 プロセス安全工学室中川 晶樹

A 会場(座長美矢総史) 11 : 10-12: 10 

35リチウム蒸気噴射装置LESの飛淘結果(S-520-27号機) 0岡田 実

(日本カーリット.JAXA) 飯塚冬樹

羽生宏人

36爆発による微粒子の飛散範囲に関する数値解析 0三浦啓晶

(防衛省)

37岩石をギャップ材に用いた可塑性高性能爆薬のギャップ試験 0松村知治

(伊藤忠，産総研)

38熊本大学爆発実験ヒ。ットの損傷に関する数値解析(II) 0西 雅俊

(熊本高専，伊藤忠，熊大)

B 会場(座長池田健治郎) 11 : 10-12 : 10 

39電気導火線の安全性について 0村田憲治

(カヤク・ジャパン) 黒木和弘

40感度測定の精度を高める試験計画 0出雲充生

(東大)

41煙火玉打揚げ時の筒内圧と反動力(2) 0駿河紀秀

(日本煙火協会)

42 AI-KN03水系の微小熱量測定における熱特性 0松井郁水

(日本煙火協会，九産大) 永石俊幸

0 エクス力一ション (1)

日時:12月13日制 13:30- 研究発表会会喝前集合

力ヤク・ジャパン側厚狭工場

募集・ 45名費用:￥3，500

川野達也

岩井啓一郎

吉田裕三

中山良男

片山雅英

大塚一軌

坂元 縁

新井 充

畑中修二

畑中修二

納谷知希

松本幸太郎

桑原卓雄

加藤勝美

羽生宏人

加藤勝美

野間 賢

伊藤正員IJ

野副克彦

飯岡光明

外本和幸

重黒木旗一郎

佐野洋一

0 エクスカーション (2)

日時:12月14日出 9:00-17・。。

萩・津和野近代歴史遺産探訪

募集:25名費用:￥5.000

。 受付申込:申し込みはいずれも11月30日までにFAXで西部支部宛にお願いします.

九州産業大学工学部物質生命化学科永石研究室気付

(一社)火薬学会西部支部 TEL : 092-673-5655 FAX: 092-673-5092 

。 登録費

参加費 1名につき

一般;金10.000円(登録費[講演要旨集を含む) ; 7.000円，懇親会費;3.000円)参加時に納入ください。

学生;金3.000円 (登録費[講演要旨集を含む) ; 2.000円，懇親会費;1.000円)参加時に納入ください。

。 講演要旨集

講演要旨のみの希望者には残分に限り一部2.000円(送料共)でお頒けします。

残余部数僅少に就き予めの申込み順で配布しますので現金を同封してお申込みください。

。会場案内

.山陽本線『下関駅J下 車 徒 歩7分

.山陽新幹線「新下関駅J下車 在来線乗換「下関駅J下車 10分

タクシ-25分

.山陽新幹線「小倉駅J下車在来線乗換 I下関駅J下車 15分

.山口宇部空港よりシャトルパス「下関駅」下車 70分

.乗用車駐車場あり

発表会会場受付にてチケット(1回16時間以内無料)

主催火薬学会

連絡先火薬学会西部支部

干813-8503福岡市東区松香台 2-3-1

九州産業大学工学部 永石研究室

(TEL;092-673-5655. Fax;092巴673-5092)
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